






































































英語比較講座第 4 巻発想と表現』という本から引用すると、 「低母音または長母音（また
はそのどちらも）は、大きいこと、低いこと、距離が遠いことなどと結びつけられると言
われる．また一方、高母音または短母音（またはそのどちらも）は、小ささ、高さ、近距
雌と結びつけられている J .また同じ－本から次の ~J が上げられている。その比較を下記に
表示した．
日本語 英語
低母音・長母音 高母音・短母音 低母音・長母音 高母音・短母音
OOKI TI ISAI FAR NEAR 
TOOI TI KAI STRONG WEAK 
KOI USUI HARD EASY 
上の二つの例では左側は低母音と長母音で右側は高母音と短母音である。すなわ、低母・吾
と長母音は大きさや遍さを象徴して、高母音と短母音は小ささや近さを象徴する．
次に子音を紹介すると、子音の中には濁音と清音があり、日本語の濁音、 g, z, b, 
d ，が大きいもの、重いもの、鈍いもの、汚いものを表わす．濁音に対して清音は小さい
もの、軽いもの、鋭いもの、美しいものを表わす。







最後に日本語の中で一般の子音ではK と T は堅いことを表わし、 S は摩擦感のあること
を表わす. R は粘って滑らかなこと、 H, p は抵抗感のないこと、 M は柔らかいことを表
わす. R は流動を表わすが、同時に他の形態素と組み合わされて、種々の状態を表わす．
英語のオノマトペの音は日本語の撮音語・擬態語の音ほど意味に縛られてない．しかし、
意味を持つ文字の組み合わせがあり、例えば S N という組み合わせは鼻を象徴する．
SNORE. SNOB, SNEEZE, SNIFF, SNOO P は全部鼻で出来
ている音の行動を表わす. G L は光と関連している. GLITTER, GLEAM, 
GLIMMER. GLO Wは全部光のあり方と関連している. AS H は急ぎや速度と関













とながらその語業の数も多く例えば日本語の擬音語・擬態語の数は約 2 5 0 0 、それに比
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